
（別紙様式４―１）                    （県立高等学校・中学校用） 
                     玉名高等学校全日制 平成２８年度学校評価表 
 

１ 学校教育目標 
（ア）「平成２８年度県立中学校・高等学校における教育指導の重点」を踏まえ、本校の三校訓 
 「至誠・剛健・進取」の具現化に努め、徳・体・知の調和がとれた全人教育をめざす。       

（イ）これまで積み上げてきた本校の教育方針に基づき教職員が一体となって、家庭や地域との連
携のもと活力ある学校づくりをめざす。   

                               

２ 本年度の重点目標 

本年度教育スローガン  

「夢実現・可能性への挑戦 ～新たな歴史を刻む～」 

① 基本的な生活習慣の確立 

② 教師の授業力向上及び個に応じた学習指導と進路指導 

③ 上記イの実践を推進するための校務全般の効率化・授業改善（学校改革の推進） 

④ 特別活動（生徒会・部活動等）を生かし、自主性や創造性、奉仕の精神などの育成 

⑤ 地域と連携した教育活動 

⑥ 言語環境の整備 

＜評価＞ Ａ：よくできている Ｂ：大体できている Ｃ：ややできていない Ｄ：できていない 

３ 自己評価総括表 
評価項目 評価の観点 具体的目標 

 
具体的方策 

 
評価 成果と課題 

大項目 小項目 

 
学校 
経営 
 

 
学 校 の
組 織 力
の向上 
 

学校組織の円

滑な運営と活

性化 

・課題・情報の共

有化 

・協働意識の高揚 

・コミュニケーシ

ョンの充実 

・学年部とそれを

支える他の分

掌や教科の連

携・協力 

・各分掌･教科の連携 

・管理職への早急な報

告・連絡・相談体制

の確立 

・管理職から職員への

目配り・気配り・声

かけ 

・職員間が交流を深め

るためのレクリエ

ーション等の実施 

・運営委員会の活性化 

Ａ 

運営委員で意見交換し、他

の分掌との横の連携を図り

ながら、より良い提案を行

い、全職員に対しても早め

の周知を徹底した結果、教

職員による学校評価アンケ

ートの肯定感も８４．７％

と高かった。職員間での情

報共有、意思の疎通及び「

報連相」を徹底することに

より、仕事の見通しが立て

やすくなり、さらに各行事

がスムーズに運営されるよ

うになると思われる。 

職員研修の充

実 

人権教育で３回、

進路指導で３年

３回、１・２年は

２回、ICT活用で

１回実施する。 

人権教育部、進路指導

部（教務とも連携）、

情報管理部で立案し、

全職員で実施する。 

Ａ 

各部における研修の回数は

目標を達成したものの、職

員の要望に沿う研修内容や

時期的・時間的な改善は継

続して図っていきたい。 

安 全 な
学 校 づ
く り の
推進 
 

安全点検表に

よる点検と改

善 

各学期に１回、教

室や施設等の安

全点検実施。点検

率100％を目指す 

保健環境部が立案し、

全職員で取り組む。 

 
Ｂ 

２学期は100％点検できた。

全職員で取り組み、更に校

内の安全確保をしたい。 

緊急事態対応

の徹底 

危機管理マニュ

アルの災害時の

部分の再点検と

防災訓練を実施

する。 

総務部が立案し、学校

全体で取り組む。玉高

連絡メールを活用（情

報管理部と連携）する

。 

Ｂ 

熊本地震を受け、災害避難

訓練の際には、負傷者の搬

出・対応等を入れ、僅かで

はあるが、現実的な訓練を

追加し実施した。 

学力 
向上 

 

確 か な
学 力 の
養 成 と
授業の 

教科シラバス

の作成 

評価の観点など

を盛り込んだ、次

年度に繋がる質

の高いものを作 

教務部を中心に、教科

全体で取り組む。 
Ａ 

シラバスの統一化をさらに

進めることができ、年間指

導計画を生徒や転入職員に

分かりやすく提示すること 



  成する。   ができた。 

 

充実 

互観授業週間

の設置 

２学期に３週間、

全教科で実施す

る。 

教務部及び各教科で

連携しながら学校全

体で取り組む。 
Ｂ 

教科の枠を超えて授業を見

学することで、客観的な視

点で授業改善を行うことが

できた。 

公開授業の実

施 

各学期に１回、土

曜日に実施（７･

１１･２月を予定

）する。 

教務部で立案し、学校

全体で取り組む。 
Ａ 

目標通りに実施することが

でき、学校や生徒の様子を

地域や保護者の方にお見せ

することができた。 

個 に 応
じ た 学
習指導 

宅習時間調査

の実施 

１・２学期期末考

査前と６・１０月

に全学年で実施

する。 

教務部で立案し、学校

全体で取り組む。 
Ａ 

全職員に調査内容を周知す

ることで、生徒への学習指

導等に役立てることができ

た。 

生徒理解の推

進 

クラス裁量ＬＨ

Ｒや、個人面談時

間の確保。生徒情

報の共有。 

家庭訪問を実施

する。 

教務部が各部と連携

して立案し、学年主任

を中心に、全クラスで

取り組む。 Ｂ 

年度当初から体育祭までの

期間の面談時間は確保でき

たが、生徒の細かな情報を

職員間で十分に共有できな

かった。各分掌・学年・教

科との連携をさらに深め、

情報共有を進めたい。 

習熟度別授業

の実施 

１・２年の数学と

英語、３年の数学

と理科で実施す

る。 

教務部を中心に関係

教科で取り組む。 
Ｂ 

昨年度よりも習熟度別の授

業を増やし、生徒の実態に

応じて授業を展開すること

ができた。 

中高一
貫教育
の推進 

６ 年 間

を 通 じ

た 中 高

一 貫 教

育 指 導

の充実 

中高一貫教育

を生かしたカ

リキュラムの

構築 

２年次の理系に

特進クラス１ク

ラスを設ける。 

教育課程検討委員会、

運営委員会で十分検

討し、全職員に周知す

る。 

Ｂ 

２年次の理系に特進クラス

を設置することはできなか

ったが、全国難関大等への

進学を実現するために中進

生と高進生の融合を図り、

生徒の希望や適性に応じた

クラス編成を行い、来年度

に向けての方向性が定まっ

た。 

よりレベルの

高い授業の展

開 

学校評価におい

て、生徒の授業満

足度が、昨年を上

回る。 

授業担当者の中高間

連携と、積極的にお互

いの授業を参観する

ことで、難関大学を見

据えた指導力を養成

する。 

Ｂ 

シラバスの作成・活用、互

観授業週間の設定、教科会

、各試験の分析等、生徒の

状況を把握しながら、指導

力の向上に努めることがで

きた。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

 
 

 

進 路 希

望 に 応

じ た 学

力 の 向

上 

コース制の導

入 

２年・３年で文系

コース・理系コー

スを設定する。 

教務部を中心に、学年

・教科と連携して取り

組む。３年理系コース

に特進クラス１クラ

スを設置する。 

Ｂ 

３年理系に発展クラスを設

置することで、難関大受験

希望者への対応ができた。

今後も学年全体のバランス

を考えながら設置について

検討していきたい。 

 

校内実力考査

の実施 

 

１年と２年は学

期初めに、３年は

、９月に１回実施

する。 

教務部及び進路指導

部が中心となり各学

年で実施する。 
Ｂ 

３年の実施については、授

業時間の確保、実施結果の

利用方法などの観点から再

検討したい。 

進 路 意
識 の 高
揚 
 

進路講演会は

じめ各学年に

応じた取組の

充実 

年２回「キャリア

教育講演会」を実

施する。 

進路指導部で企画し、

学校全体で取り組む。 
Ａ 

講演料の関係で、年１回の

実施になったが、講演後の

生徒の感想も非常に良く、

保護者も300名以上の参加 



  
  

 
で盛況であった。次年度は

年2回実施したい。 

 

 

 

キャリア教育「イ

ンターンシップ」

を実施する。 

進路指導部で企画し、

２年を対象に実施す

る。 Ｂ 

夏休み期間中に県内５病院

の協力のもと、一日看護体

験を実施した。15名が参加

した。春休み期間中には、

医療系で実施予定である。 

職業別講話（若駒

キャリア塾）を実

施する。 

同窓会の全面協力の

もと、進路指導部が企

画し、中学３年と高校

１年を対象に実施す

る。 
Ｂ 

同窓会の協力のもと、12月3

日の土曜授業日に実施。本

校OB・OGの6名を含む9名

の方の講話を聞き、概ね好

評であった。次年度は、年

度当初から動き、招聘する

講師の数も増やしたい。実

施時期も再検討していく。 

一日若駒大学（出

張講義）を実施す

る。 

進路指導部が企画し、

１・２年を対象に実施

する。 
Ａ 

10月20日に実施。生徒は、

全18講座のうち2講座を選

択して聴講した。昨年の16

講座より2講座増え、より生

徒の進路希望に対応する形

になった。 

大学の学部・学科

説明会（ようこそ

先輩）を実施する

。 

進路指導部が企画し、

６月に２年を、９月に

１・２年を対象に実施 

する。 
Ａ 

9月17日の土曜授業日に実

施。現在、大学3、4年の文

系4名、理系5名の本校卒業

生に大学での研究内容など

講演をしてもらった。在校

生は、自分の進路目標達成

への意欲の喚起に繋がった

。 

キャリア教育「私

の仕事作文コン

クール」へ応募す

る。 

進路指導部で企画し、

１年を対象に実施す

る。 

Ａ 

 

1年女子が、上位6作品に入

る「日本語検定委員会賞」

を、1年男子が「テーマ賞」

を受賞した。 

進路指導力の

充実 

各種説明会、進路

研究会へ参加す

る。      

進路指導部が立案し、

各学年及び進路指導

部職員を派遣する。 Ｂ 

多くの大学の進学説明会や

予備校で実施される大学入

試研究会に参加し、進路指

導を学ぶ良い研修の場とな

った。 

先進校視察を実

施する。 

 

進路指導部と附属中

学校が連携して立案

実施する。 

 

Ｂ 

 

育友会と連携して、中高一

貫教育校として実績を上げ

ている、大分県立大分豊府

中学校・豊府高等学校を訪

問した。 

生徒 
指導 

 

基 本 的
生 活 習
慣 の 確
立 
 

挨拶及びマナ

ー指導 

年間を通じて、学

校現場の全ての

場面において取

り組む。 

登校指導・下校指導を

生徒指導部で企画し、

全職員で取り組む。 

生徒会各種委員会に

よる挨拶運動を実施

する。 

Ｂ 

校内における挨拶やマナー

は良くなってきているが、

校外での挨拶など改善の余

地がまだ多くあり、通学の

苦情なども多い。保護者の

協力も得られるような啓発

を考える必要がある。 



 

 

整容指導の実

施 

学年集会等で整

容指導を年６回

実施する。 

日常的な指導を

実施する。 

検査は生徒指導部で

立案し各学年と連携

して実施する。 

全職員で指導する。 Ａ 

先生方の場面に応じた適切

な指導により、大きく改善

されている。整容指導を年

間６回実施しているが、来

年以降は回数を減らせるよ

うに、さらに日々の指導を

充実させていきたい。 

交通安全意識

の高揚 

登校指導年６回

 下校指導週２

回 新規単車通

学生への免許取

得指導を実施す

る。 

単車通学生の実

技講習会を年１

回、保護者会を年

２回実施 

する。自転車２重

ロック点検を毎

月１回実施する。

交通講話を実施

する。 

登校指導は生徒指導

部で立案し、全職員で

実施する。下校指導は

生徒指導部が７限授

業日に実施する。 

単車通学生への指導

については、地元の企

業や自動車学校、警察

署と連携した活動を

行う。 

Ａ 

登下校の指導を実施し、啓

発活動を行った。また、自

転車通学生や単車通学生の

集会を開き、その時々の問

題点や課題を伝え、事故防

止に努めた。二重ロック点

検においては、毎月実施し

、その度に前月を上回る成

果を上げている。重大事故

はないが、事故ゼロを目指

し、今後も取り組んでいく

。 

生 徒 会
・部活動
の 活 性
化 
 

生徒を全面に

出す取組の推

進 

各種行事等での

生徒の自主・自律

を促す。 

生徒が企画・立案した

ものを生徒会担当職

員を中心に、全職員で

支援していく。 
Ａ 

各種委員会はやるべき仕事

を献身的に頑張っていた。

しかし、自ら課題を見つけ

、生徒の力で解決していく

ところまでには至っていな

い。今後も支援を続け、主

体的な動きを活性化してい

きたい。 

文武両道の推

進 

練習時間の確

保と下校時間

を徹底させる。 

各部活動顧問との

連携及び下校指導

を実施する。 Ｂ 

週２回の下校指導の結果、

下校時間は守れている。し

かし、その後校門付近に長

く残る生徒がいるので、適

切な行動を促したい。 

人権教
育の推
進 
 
 
 
 

研 修 の

充 実 と

推 進 体

制 の 機

能強化 

年間指導計画

の作成と校内

研修の実施 

年度当初に年間

計画を作成し、年

間３回校内研修

を実施。また校外

研修へも積極的

に参加する。 

人権教育部で立案し、

全職員で取り組む。人

権教育推進委員会に

てその都度総括を行

い、次年度の計画策定

の参考とする。 

Ａ 

作成された年間計画にもとづ

き、校内研修を実施しただけ

でなく、同和教育の法規に関

する研修も行った。校外研修

の案内も行い、多くの職員が

参加した。 

 

指 導 方
法 等 の
工 夫 と
改善 
 

教科指導にお

ける取組の推

進 

人権教育の視点

を持った教科指

導を促す。 

教科主任を中心に、「

命を大切にする心を

育むプログラム」作成

において各教科の内

容を確認する。 

Ｂ 

教育活動全般で人権教育の

視点に立った指導をするよう

周知し、各科目においては、

命を大切にする視点で授業

内容を見直した。 

ＨＲ活動にお

ける取組の推

進   

１年生５回、２年

生４回、３年生３

回実施する。 

各学年の人権教育担

当が立案し、学年全体

で取り組む。 

Ａ 

人権教育推進委員会を定期

的に開催し、内容の提案や

総括、見直しを行った。 



学 習 機

会 の 充

実 と 指

導 者 の

育成 
 

外部講師によ

る講演会の開

催 

人権教育講演会

や職員研修を実

施する。 

人権教育部が立案し、

学校全体で取り組む。

生徒の感想等をクラ

スで取り上げ、内容の

深化を行う。 

Ａ 

特別支援教育の講演では実

際に対象生徒を観察しての

講話を頂いた。また、１年

生を対象に「スマホ・ネッ

トのリスクと対応」につい

て講演を実施した。 

家庭への啓発

活動の推進 

学年保護者会等

における講話と、

ＨＰや育友会だ

よりを利用した

啓発活動を実施

する。 

人権教育部が立案し、

学校全体で取り組む。 

Ｂ 

育友会総会で担当から話を

し、学校ＨＰを利用して人

権教育ＬＨＲの内容や感想

を周知し、育友会だよりで

は「家庭でのいじめチェッ

ク」を掲載し、スクールカ

ウンセラーだよりを発行し

た。保護者アンケートでは

「できている」との回答が

昨年に比べ、若干増加した

。 

「 命 を

大 切 に

す る 心

を育む」

指導 

自他の命を大

切にしようと

する姿勢の育

成 

教科ごとに作成

した指導ユニッ

トを中心に、学校

教育全般に渡っ

て命の大切さを

説く。 

全教科で「命」に関わ

る内容を考えて、ユニ

ットの作成や実践に

全職員で取り組む。 

 

Ｂ 

全科目、全職員で協力して

「命を大切にする心を育む

」教育指導のユニットを作

成し、ＬＨＲや授業の内外

で命の大切さを伝える取組

を行った。 

 

いじめ

の防止 

等 

 

 

 

い じ め

の 未 然

防 止 と

早 期 発

見 

 

生徒の意識高

揚 

６月の「心のきず

なを深める月間」

をはじめ、年間を

通して啓発活動

を実施 生徒会

からもいじめ根

絶宣言をする。 

 

人権教育部が立案し、

生徒指導部、いじめ問

題対策委員会、生徒支

援委員会をはじめ学

校全体で取り組む。 

Ｂ 

心のきずなを深める月間で

は標語を作成し、書道部に

墨書して頂いたものを文化

祭や校内で掲示した。 

ＳＮＳについても授業での

取組や集会での啓発・使い

方等の教室掲示を行った。 

職員の意識高

揚 

「いじめ防止基

本方針」の活用促

進と研修を実施

する。 

 

Ｂ 

いじめ防止基本方針を職員

に周知した。いじめを防止

し、早期発見する意識向上

をくり返し伝えた。 

生徒理解の推

進 

相談体制を整備

する。 

心のアンケート

の実施、職員研修

等を行い、理解を

進める。 

Ｃ 

スクールカウンセラーの相

談日の増加やスクールカウ

ンセラーだよりの発行、Ｓ

Ｃ・人権教育部の相談日時

の教室掲示等を行い、生徒

や保護者が相談しやすい体

制を整えた。職員全体の生

徒情報交換会では顔写真を

使いながら年に２回実施し

た。 

しかし、学校評価アンケー

トでは「悩みに親身になっ

て応じている」と答えた生

徒は６９．２％に留まり、

低い評価となっている。 



言語 

環境の 

整備 

読 書 活

動 の 推

進 

蔵書の充実と

図書館内の整

備 

選書にあたり、先

生方の希望を大

いに取り入れる。

利用しやすい図

書館づくりに努

める。 

先生方に図書購入希

望調査を記入しても

らい、意見、アイディ

アをいただく。興味を

ひく特設コーナーを

設置する。 

Ａ 

生徒、先生方のリクエスト

には、基本的に答える形で

購入している。先生方の意

見をいただき、司書を中心

に選書を行った。各種の特

設コーナーを設置した。 

朝読書の実施 

学期毎に２週間

程度、全職員・全

生徒で１５分間

実施する。 

図書部が立案し、学校

全体で取り組む。１・

２学年主導の朝読書

と連携を図る。 

Ａ 

１学期７月、６日間。２学

期12月、６日間。３学期２

月、４日間実施。１・２学

年単位でも年間実施。 

図書だよりな

どの発行 

月１回以上発行

する。 
図書部等が立案し、実

施する。 

Ａ 

「考人」は、新刊案内と併

せて随時発行。生徒図書委

員による「リブダイアリー

」も充実してきた。(1・2学

期） 

書 く 力

の育成 

小論文指導の

推進 

各学年とも総合

的な学習の時間

で「小論文作成」

に取り組む。 

各学年と進路指導部

が連携企画し、学年全

体で取り組む。関係職

員の意見を聞き、最新

の入試テーマに基づ

いた小論文資料（本）

を充実させる。 

Ｂ 

各学年の小論文担当が、小

論文模試を計画し、各学年

ごとに講師を招聘し、講演

会を実施した。特に３年生

は、年３回実施した。また

、小論文入試対策指導は全

職員で行っている。今後は

、３年間を見通した「生き

方指導」を実践していくた

めの小論文指導体制を構築

していきたい。 

保健 

環境 

指導 

環 境 教

育 の 推

進 

学校版環境Ｉ

ＳＯの取組 

学期毎の環境週

間（エコチェック

・美化チェック）

の取組を徹底す

る。 

保健環境部が生徒指

導部と連携・立案し、

学校全体で取り組む。 Ｂ 

学校全体で取り組むことが

できてきた。生徒と職員の

意識向上を更に促し、環境

を良くする行動へと繋げて

いきたい。 

温暖化防止へ

の取組 

省エネ・省資源に

取り組む。 

保健環境部が立案し、

学校全体で実施する。 

Ａ 

照明灯の自動化が進んだ。

こまめな電源オフや裏紙利

用は定着しつつある。節水

とゴミの減量などを更に推

進させたい。 

健 全 な

心 身 の

育成 

健康診断後の

治療率向上 

保健だより・治療

勧告書で定期的

に治療を促す。 

保健環境部で企画し、

各学年で取り組む。 

Ｂ 

生徒自身が生涯にわたり自

発的に健康管理に取り組む

資質を育みたい。また、保

護者の協力が必要不可欠で

あるため、より理解を得ら

れるようにしたい。  

外部講師によ

る講演会の開

催   

性教育講演会（学

年別に１回、年間

計３回）を開催す

る。 

保健環境部で立案し、

全学年で実施する。 Ａ 

各学年単位の実施は効果的

であることが窺える。更に

充実させたい。 

 
 
 
 
 
保護者
・ 

育 友 会

と の 連

携 

育友会だより

作成の支援 

定期発行版及び

臨時発行版のた

めの資料を提供

する。 

総務部が中心となり、

全職員で対応する。 
Ａ 

広報委員会との打合せで、

計画的に仕事が行われるよ

うになり、原稿依頼・入稿

がスムーズになった。 

体育祭・若駒祭

・小岱山一周大 

学校との役割分

担の明確化と連 

総務部が中心となり

学校全体で取り組む。 
Ａ 

事前に準備・打合せを行い

当日は連携して行事での各 



地域住
民との
連携 

 
 

会での連携 絡体制を整える。   役割を行うことができた。 

育友会総会や

地区懇親会等

での連携 

学校からの説明

資料を工夫し生

徒活動場面を紹

介する。 

総務部が中心となり

学校全体で取り組む。 
Ａ 

熊本地震後、延期した総会

では資料の製本等、職員全

体で協力して準備し、例年

通りの総会を開催できた。 

地 域 へ

の貢献 

地域への開放 

学年保護者会時

の公開授業、夏休

みの学習支援活

動を行う。 

（地域児童） 

各担当を中心に全職

員で取り組む。 

Ａ 

公開授業を毎学期実施する

ことで地域や保護者の方に

学校の様子をお見せするこ

とができた。今年度も地域児

童対象の「学びたいっ子応援

隊」を夏休みに実施した。参

加児童を上回る多くの生徒が

協力してくれた。 

 

ボランティア

活動の推進 

年１０回程度、ボ

ランティア委員

会を中心に活動

を実施する。学年

毎の取組を推進

する。 

 

ボランティア委員を

中心に、学年及び全体

に呼びかけ活動する。 

 
Ａ 

 

昨年度から「地域清掃活動

ボランティア」を実施して

いる。毎回多くの生徒の参

加があり、定着してきた。

無理なく継続していく工夫

を生徒とともに考えていき

たい。 

 
 

４ 学校関係者評価 
平成２９年２月１６日に学校評議員会及び学校関係者評価委員会を実施した。以下のような御意

見をいただいた。 
＜評価いただいた点＞ 
 ①分析結果を学校運営に生かしていこうという視点が学べて大変良かった。 
 ②本当の話を率直に語り合える場づくりに敬服いたします。 
 ③丁寧な分析を行っていただきありがとうございます。先生方の日々の頑張りが成果として表れ

つつあると思います。 
 ④先生方の日々の努力には頭が下がります。 
 ⑤とても興味がある行事が思ったよりたくさんあります。子供たちにとっては至れり尽くせりと

いう感じがしますが、先生たちは大変だろうと思ってしまいます。 
 ⑥先生方が厳しく取り組んでおられることを評価から感じました。 
 ⑦中学のうちからの大学の体験講義受講は、自身の将来を考える良い機会です。 
＜課題点＞ 
 ①進学校の特色を生かしながら、子供の全人格的教育に、より一層努められますことを願ってい

ます。 
 ②今後とも小中校長会と連携を取っていただければありがたいです。玉名高校の更なる躍進を期

待しております。 
 ③反省すべきは真剣に検討されて、正直な数字に表れる部分の奥にあるものに立ち向かっていた

だきたいと思います。 
 ④附属中での取組と全日制での取組の連携がどうなのかと思いました。中高一貫教育校での特色

を生かしての支援をお願いしたいと思います。 
 ⑤中高一貫教育校ならではの取組をもっと前面に押し出していくことが、附属中への入学希望者

数を増やしていくことになると思います。今はまだあと尐しだと感じます。 
 ⑥「玉高に入学して非常に良かった」と感じる生徒が年々減尐していることに関し、各々の理由

を聞いてみたいと思いました。 
 ⑦保護者が「わからない」と多く回答された部分に関しては、学校側からの積極的な発信をお願

いします。 
 ⑧高校が力を入れている活動を保護者のほとんどは深く知らないと思います。どんどん学校側か

ら発信していいと思います。その資料を作るのも大変だと思いますが・・・。 
 ⑨保護者の意識をもっと向上させることが今の課題であると切に思います。 

 
 
 



５ 総合評価 
（１） 学校教育目標                                                                  
・徳・体・知の調和がとれた全人教育をめざす中で、学業と部活動の文武両道をひとつの目標とし
ているが、今年度も運動部、文化部ともに九州大会や全国大会に出場するなど、幅広い分野で活
躍した。  

・学習面については、昨年から引き続きのテーマである「個に応じた指導」という点では、保護者
・職員・生徒の全てにおいて肯定感が上昇した。３年特進課外や３年発展クラスの設置、模擬試
験対策層別の課外等、きめ細やかな対応を今後も継続的に実践していきたい。 

（２） 本校重点目標 
・「見えない学力」としての基本的生活習慣は確立してきたが、校外におけるマナー等について、
今後の改善が必要である。自家用車の学校周辺での送迎、自転車・単車通学生の交通ルール遵守
など、継続して取り組んでいくべきことは多い。 

・生徒会の活性化は今年度も評価が高い。体育祭や文化祭をはじめとして様々な行事に関して自主
的に考え行動し、他の生徒たちをリードしている。ホームページや育友会だより等を通して、こ
れらの活動の様子を発信する工夫が継続して必要である。 

・月に１度の学校周辺における地域清掃活動ボランティアや、部活動生による毎朝の掃除、夏休み
の地域小学生への学習ボランティア、熊本地震復興ボランティアなど、地域へ貢献できるよう努
力している。しかし、これに対する保護者の認知度は低く、約15%の保護者が「わからない」と
回答している。また、土曜授業において、公開授業を３回実施し、多くの保護者や地域の方に学
校をより知っていただく機会となった。 

（３） 自己評価総括表に対する評価 
・学校組織の円滑な運営と活性化のため、運営委員会で意見交換を行った上で、より良い提案を、
全職員に早めに周知徹底した。その結果仕事の見通しが立てやすく、各分掌間のコミュニケーシ
ョンや情報の共有化が進み、行事運営がスムーズであった。職員の肯定感も84.7%と高い。 

・人権教育講演会や職員研修の実施等において、充実した取組ができた。生徒支援委員会も年に４
回開催し、問題を抱える生徒の把握や生徒への支援を進めることができた。また、スクールカウ
ンセラーの活用度も非常に高く（月３回 １回につき４時間）、職員に対して、指導の困難な生
徒や悩みを抱える保護者に対するアドバイスもいただいている。しかし、「個々の悩みの相談に
親身になって応じている」という項目に対する生徒の肯定感は69.2%と下降しており、個々の生
徒に対する気づき等、素早く対応することが必要であると思われる。 

・進路意識の高揚のため、職業別講話、出張講義、大学の学部学科説明会など多くの講演会を実施
し、生徒も多くのことを学ぶことができた。特に、キャリア教育講演会は昨年に引き続き好評で
、保護者も多数参加された。 

・言語環境の整備という観点から、朝の読書の期間を学期に４～６日間程度設けたが、段々と定着
しつつあり、生徒が落ち着いた朝を迎え、学校図書館に足を運び読書することが習慣化し、貸し
出し数増加につながった。しかし、この期間中の日課の変更や学年連絡の不徹底など、改善すべ
き点も多い。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
・中高一貫教育校として６年目を終え、附属中１期生が卒業した。ここから本校は、「新たな歴史

を刻む」をテーマに、変化すべく校務全体の効率化・授業改善すなわち「学校改革」を推進して
いる。土曜授業や課外授業等の見直しを図り、来年度から実施していく。６年間を見通したカリ
キュラムの編成や、各教科における中高連携という部分で、まだ組織的な取組が十分にできてい
るとはいえない。中高の職員が共通理解を持って生徒の学力を伸ばすことができるように、柱と
なるものを完成させることが喫緊の課題である。 

・「県北の進学拠点校として、心を育て、全国難関大学等への進学を実現する」をＳＩと掲げてい
ることから、今年度の３年生である中進生１期生は高進生との融合を図り、進路希望別のクラス
編成や、理系発展クラスを設置した。来年度も継続して行う予定である。また、ＳＩを実現する
ためには、各種研修会への参加や大学入試問題研究など、個々の職員においても、更に学校とし
ても授業力及び進路指導力を強化していく必要がある。 

・来年度より、学校運営協議会が設置され、本校も防災型コミュニティスクールに指定される。保
護者、地域住民、自治体、関係行政機関と協力して「地域とともにある学校」に転換するために
は、上記の方々とのこれまで以上の連携が不可欠になる。 

・保護者への学校評価アンケートにおいて、「わからない」と答えた割合が１０％を超えたのが１
４項目中７項目あり、昨年より増加した。学校行事や人権教育、ボランティア活動、カウンセラ
ーの活用状況、図書館の取組など、ホームページや育友会だよりなどを通して情報提供してはい
るものの、実際は十分に家庭に届いておらず、これまで以上に情報発信の方法に工夫が必要であ
る。 



 


